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播磨造船所と相生の近代化
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村長としてまねかれました。
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村長になった懲踏継懸iはt轟左を菜えたFrに し-1ら と栞樵将業艦答を
つくり、漁 業が盛んにな―るよう努力しました:‐     ‐   1
をあき1萌落36準(190:硼策継選点になら滞蹄繰 :二11藉星
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を1茜あ渾芦iにチることをあまし、十碧諮誹をらくれ織話ふ|まiも :夫
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が集まり、相生ふ薬える」と考え―て、男搭4o年 (‐1907わ暑犠賂業楳式塞柱
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=Lぅ      |        から111せいたろう  はりませんきょかぶしきがいし:
そのあと、大正5年(1916→に■唐端清太郎は播磨船渠株式会1社を大

きくしようとtその当時、日本―の商どであらた鈴木商月当に造船所あ |

経営をまかせました。  |
このときに、会社の名前が、播磨船渠株式会社から、株式会社播磨

造船所(現在のIHI)にかわりました。:  |‐     ■‐11‐
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船鉄交換船について

金子置普
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鉄の交換 (船鉄交換〉|―の1話 し合いをしま|したが|1話し合
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日本政府からの紹 介リ

」続
い
社

か
会

彙
式
・

絲株一は
一

養５

ぷ栞鴇'言着塁
ぶ栗1去


